
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」の
実
現
に
向
け

た
起
爆
剤
と
し
て
、
ひ
い
て
は
上
田
市
全

体
に
脱
炭
素
化
の
取
組
が
広
が
る
よ
う
、

市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
、

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
鋭
意
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

学
校
給
食
へ
の
取
組

　
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
改
築
を
進
め

て
お
り
ま
し
た
上
田
市
第
二
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
外
構

工
事
な
ど
の
一
部
事
業
を
継
続
し
て
い
る

状
況
で
す
が
、
新
し
い
厨
房
機
器
の
試
運

転
な
ど
の
最
終
調
整
を
経
て
、３
学
期（
令

和
６
年
１
月
）か
ら
給
食
提
供
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。
改
築
後
は
、
新
た
に
整
備

さ
れ
た
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
専
用

調
理
室
に
お
い
て
、
順
次
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食
の
提
供
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
の
食
育
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
実
際
に
調
理
し
て
い
る
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
見
学
窓
や
、
栄
養
、
郷

土
食
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
展
示
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
食
育
の

推
進
を
図
り
、
引
き
続
き
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
学

校
給
食
を
安
定
的
に
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
」の
制
定

　
人
生
１
０
０
年
時
代
を
健
康
で
よ
り
良

く
生
き
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
果
た
す

役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
だ
れ
も
が
い
つ

ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
」の
実
現
に
向
け

た
取
組
を
一
層
進
め
る
た
め
、
私
の
公
約

で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
都
市
を
宣
言
す
る
こ
と

と
し
、今
定
例
会
に
提
案
い
た
し
ま
し
た
。

　
宣
言
文
は
、
有
識
者
の
皆
さ
ま
10
名
か

ら
な
る「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
」に
お
い

て
ご
審
議
を
い
た
だ
き
、
市
民
の
誰
も
が

享
受
で
き
、
分
か
り
や
す
い
も
の
と
い
た

し
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
を
足
掛
か
り
に
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
施

策
や
健
康
の
保
持
増
進
と
地
域
経
済
の
活

性
化
、
競
技
力
向
上
の
ほ
か
、
老
朽
化
し

た
施
設
の
更
新
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開

催
に
向
け
た
機
運
醸
成
や
施
設
整
備
な

ど
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
、
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

令
和
５
年
12
月
市
議
会
定
例
会 

市
長
提
案
説
明（
要
旨
）

「
と
も
に
支
え
合
い
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」お
よ
び

「
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
障
が
い
者
支
援
の
充
実
」に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
こ
と
と

し
、
両
施
設
の
廃
止
に
伴
う
条
例
改
正
案

を
今
定
例
会
に
提
案
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
な

ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
子
育
て
し
や
す
い

環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現

に
向
け
た
取
組

　
国
が
進
め
る「
脱
炭
素
先
行
地
域
」に
つ

き
ま
し
て
は
、
第
４
回
目
の
公
募
に
お
い

て
８
月
28
日
に
計
画
提
案
を
行
い
、
11
月

７
日
に
環
境
省
か
ら
当
市
の
提
案
が
選
定

さ
れ
た
旨
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

公
募
で
は
、
全
国
の
62
自
治
体
か
ら
54
件

の
応
募
が
あ
り
、
上
田
市
を
含
む
12
件
が

選
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
提
案
の
概
要
は
、「
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
と

市
民
が
と
も
に
支
え
合
う『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
×
交
通
ま
ち
づ
く
り
』」を
テ
ー
マ
に
、

上
田
電
鉄
別
所
線
沿
線
に
お
い
て
脱
炭
素

化
を
中
心
と
し
た
取
組
を
展
開
し
、「
別

所
線
の
維
持
活
性
化
」と「
沿
線
住
民
の
暮

ら
し
の
向
上
」を
実
現
す
る「
公
共
交
通
を

軸
と
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」の

全
国
に
向
け
た
先
行
的
モ
デ
ル
を
目
指
す

と
い
う
内
容
で
あ
り
ま
す
。

　
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
取
組
を

「
上
田
市
つ
む
ぎ
の
家
」の
移
転

　「
上
田
市
つ
む
ぎ
の
家
」は
、
重
度
の
知

的
障
が
い
と
重
度
の
肢
体
不
自
由
が
重
複

し
た
重
症
心
身
障
が
い
児
者
が
日
中
安
心

し
て
過
ご
す
た
め
の
公
の
通
所
施
設
で
す

が
、
建
築
か
ら
43
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
深
刻
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
増

加
し
て
い
る
医
療
的
ケ
ア
児
な
ど
の
支
援

施
設
も
不
足
し
て
お
り
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
の
場
の
拡
大

お
よ
び
家
族
の
負
担
軽
減
な
ど
、
安
心
で

切
れ
目
の
な
い
支
援
が
地
方
公
共
団
体
の

責
務
と
な
っ
て
い
る
現
在
、「
上
田
市
つ

む
ぎ
の
家
」の
あ
り
方
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
利
用
さ
れ
る
方
の
ご
家
族

や
関
係
す
る
皆
さ
ま
、
施
設
の
管
理
を
お

願
い
し
て
い
る
指
定
管
理
者
と
協
議
し
た

結
果
、「
上
田
市
つ
む
ぎ
の
家
」を
上
田
市

小
泉
に
あ
る
民
間
の「
旧
高
齢
者
施
設
」に

移
転
す
る
運
び
と
な
り
、
令
和
６
年
度
初

旬
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
た
め
に
、
移
転

先
の
改
修
工
事
や
特
殊
浴
槽
の
移
設
な
ど

の
必
要
な
経
費
を
今
定
例
会
に
計
上
い
た

し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
と
も
に
支

え
合
い
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」お
よ
び「
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す

障
が
い
者
支
援
の
充
実
」に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

西
内
保
育
園
・
西
内
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
廃
止

　
丸
子
地
域
の
西
内
保
育
園
に
お
き
ま
し

て
は
、
昭
和
30
年
度
の
開
園
以
来
、
地
域

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、
長
き
に

渡
っ
て
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
少

子
化
に
伴
う
園
児
数
の
減
少
を
は
じ
め
、

地
元
の
西
内
・
平
井
地
域
内
の
児
童
の
状

況
や
、
他
園
へ
の
入
園
な
ど
に
よ
る
影
響

も
あ
り
、
今
後
も
保
育
園
認
可
の
際
の
最

小
定
員
で
あ
る
20
人
を
満
た
す
こ
と
は
厳

し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
３

月
末
で
西
内
保
育
園
を
廃
止
し
、
併
せ

て
、
併
設
し
て
い
る
西
内
子
育
て
支
援
セ

　
行
政
管
理
課

　
　
☎
23
・
５
１
６
３

12月議会初日に提案した
議案の概要
○条例案 ７件（一部改正５件、廃止２件）
　上田市税条例等中一部改正について 

ほか
○令和５年度補正予算（６件）
　一般会計（１件）、特別会計（３件）、
　企業会計（２件）
○事件決議案（10件）
　スポーツ都市宣言の制定について ほか

提案説明はインターネットで
動画・全文をご覧いただけます

後　編前　編 市ホームページ

広報うえだ　2024.1 24

信州上田での就職を
お考えの学生の皆さまへ
令和７年（2025年）３月に大学や専門学校などを卒業する学生の就職活動はこれから本格化します。
市では、次代の上田市を創造する若者の地元就職を応援しています。
ご本人だけでなく、ご家族、友人・知人の方、就職なんてまだまだ先・・・という方もぜひご覧ください。

　地域雇用推進課
　　☎26・6023

●求人がたくさん見つかるか心配
●首都圏に比べると企業が圧倒的に少ない　●魅力的な企業を見つけられない
●交通費が高く、何回も帰って来られない　●都心部と比べて年収が低い

不安

上田で就職したいけれど、どんな企業があるかよく知らない…

市に寄せられた
学生の声

上田で働きたい
●上田市は自然が豊かで人も温かい。東京へ行って改めて気づくことができた
●上田市に帰って故郷の地域づくりに貢献したい　●上田市は魅力のある街だと思う
●上田市で就職し、会社や地域を盛り上げたい　　●住みやすさは上田の方が断然いい！
●歴史と自然と人情溢れる上田の街がずっとずっと大好き
● 今は地元を離れていますが、それによりさらに上田の魅力に気づいた。大学を卒業したら、

地元に帰って暮らしたい

就活ワンポイントアドバイス

「製造業には文系学生は就職できない」「今まで学んだことと関係する業種に就職しなければ…」
そんな思い込みで就職先を考えていませんか。製造業で活躍する文系学部出身者も大勢いますし、
学んだ結果、「違う分野のこんなことがしたい」と就職先を決める人もいます。
思い込みをなくして自分はどんなことで活躍したいのか考えてみましょう。

上田で働くために、まずは知ろう！事業所や仕事のこと

困ったら相談してみよう

1信州上田地域企業ガイド

5上田市就労サポートセンター

4 セミナー「学生・保護者のための就活講座」
参加者募集！

2LINE 「上田地域で就職！」

約100社の地域企業情報や先輩
社員の声などを掲載。e-bookで
２月から公開予定です。郵送希望も
承ります。
特産品のプレゼント企画あり！
2のLINEでお知らせしますので、
ぜひ友だち登録を！

日 時 　●木・金曜日の 9：00～17：00（要事前予約）　専任のコーディネーターが対応します。
　　　　 ●毎月第２木曜日、第４火曜日の午前（要事前予約）
　　　　 　ジョブカフェ信州から派遣される相談員が対応します。
　　　　　■今年度の予定 ： ２月８日㈭・27日㈫、３月14日㈭・26日㈫
場 所 　上田市勤労者福祉センター

最大50万円！
奨学金の返還を
応援します！

奨学金を利用している
方で、市内中小企業
などに就職した方に、
返還額の ２ 分の １
（上限10万円／年）を
最大５年間補助します。

高校生、大学生それぞれ就活の進め方が違うので、仕事選びから内定の
コツまでこの機会に知っておきましょう。保護者の方も参加できます。就活イベントなどの情報

をお届けします。

　123について　上田職業安定協会（上田商工会議所内）　☎22・4500
　　45について　　地域雇用推進課　☎26・6023

約70社の地域企業が一堂に会します。
就活フェア攻略セミナーも同時開催！
高速バス片道無料の企画あり！（要申込）

日 時 　３月５日㈫ 13：00～　５月７日㈫ 13：00～
場 所 　上田東急REIホテル

日 時 　２月３日㈯ 14：00～16：00
場 所 　上田市勤労者福祉センター
定 員 　20名　 料 金 　無料　 申 込 　電子申請で

各イベントなどの詳細
は市ホームページを
ご覧ください。

約70社の地域企業が一堂に会します。

3上田地域合同就活フェア

LINE

市ホームページ

広報うえだ　2024.125


